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C A N  I N N O V A T I O N
いままでも　 そしてこ れ からも
明 日 の 生 活を支える企 業 で ありた い
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トップメッセージ
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戦略策定
機能

業務執行
機能

東洋製罐
2013年4月～ 持株会社体制
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トップメッセージ
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東洋製罐グループの経営
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包装容器関連事業
鋼板関連事業

機能材料関連事業
ライフサイエンス

電気電子・情報通信・エネルギー
環境

包装・容器

「人」と「技術」を基軸に
グループ結束力を強化

持株会社体制での
グループの飛躍的成長

東日本
大震災 タイ国

洪水

● 国内既存事業の収益を安定的に確保
● 成長の軸足を海外事業および新規
事業へ戦略的にシフト

● 国内既存事業の収益力の強化
● 海外各市場の特性に合わせた
　戦略的投資
● 新規事業の事業化の推進

容器をコアとして周辺分野へ発展した
グローバル企業への成長

東洋製罐グループ将来像
（2022年度）

第3次中期経営計画
（2013～2015年度）

第2次中期経営計画
（2010～2012年度）

持株会社体制でのグループ企業価値の向上

新規事業

持株会社体制
へ移行
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東洋製罐グループホールディングス

従来の体制
● 各社自立的な経営により、個別事業の競
争力を強化

持株会社体制
●グループ経営資源を全体最適の観点から各事業に再配分し、個社ベースの成長を超えた、グループ全体での
企業価値を最大化

●余剰資金や
非 事 業 用
資産の集約

●経営情報の
把握・活用

持株会社と事業会社の
役割と責任の明確化

グループ経営戦略策定

業務執行

東
洋
製
罐

グ
ル
ー
プ
全
体
収
益
力
向
上

グループ経営資源 の最適な配分

CSR推進体制図

グループコンプライアンス
推進委員会

グループ環境委員会

グループCSR推進委員会

経営執行会議
経営戦略会議

取締役会

社長

監査役会

東洋製罐グループの経営
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東洋製罐グループの経営
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環境経営の推進

● 監査や管理などに二重の手間、コストがかかる。
● 品質、環境、食品安全などの問題を個別に管理するため、
部分最適になりやすい。

●品質、環境、食品安全などの問題を包括的に管理するため、
全体最適化へ向けた真の課題を引き出しやすい。

●各目標を経営目標として一本化することで、組織が一丸となれる。
●監査や管理などの重複を避け、業務負担やコストを軽減できる。

PLAN

CHECK

ACTION DOE

PLAN

CHECK

ACTION DO

PLAN

CHECK

ACTION DOFS

PLAN

CHECK

ACTION DOQ
Q

FSE
Q：品質 Ｅ：環境 ＦＳ：食品安全

共通

マネジメントシステムを個別に運用 マネジメントシステムを統合して運用

統合マネジメントシステム構築までの歩み

イメージづくり・意識改革

ルールの洗い出し・整備

運用

外部審査

外部認証取得

イメージづくり・意識改革

ルールの洗い出し・整備

運用

外部審査

外部認証取得

食品
マネジメントシステム

構築

2011年
項 目

7月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 8月 9月10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月7月

２０１3年２０１2年

★

統合
マネジメントシステム

構築

★
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環境経営の推進

Q u a l i t y
品 質

E n v i r o n m e n t
環 境

F o o d  S a f e t y
食 品 安 全

環境経営の推進
● お客さまの信頼に応える安全・安心
●魅力ある品質
●環境に配慮した製品・システム・サービスの提供

包みと環境の調和
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環境経営の推進

重要委員会

情報管理委員会

コンプライアンス推進委員会

中央安全衛生委員会

中央環境委員会

中央食品安全委員会

C
S
R
推
進
委
員
会

社長

従 来

中央統合
マネジメントシステム委員会

総合リスク対策委員会

情報管理委員会

コンプライアンス推進委員会

中央安全衛生委員会

中央統合マネジメントシステム委員会

総合リスク対策委員会

C
S
R
推
進
委
員
会

社長

変 更 後

変更の概要

統
合

中央食品安全委員会

中央環境委員会

中央品質委員会（新設）
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環境経営の推進

統合マネジメントシステム（ＴＭＳ）体制図
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内部TMS監査チーム
中央TMS管理責任者

中央TMS事務局

代表取締役社長
中央TMS委員長
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環境経営の推進
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環境経営の推進

５Ｓの定義

●要・不要の徹底的な分別
●不要物を捨てる
●徹底的に磨く
●テーマを持った清掃
 （清掃は点検なり）

●ルール作り
●再現性確保
●ルールを守る・守らせる管理

●必要な管理・業務の洗い出し

●業務機能の点検
 （清掃は点検なり）

●業務フロー構築

●業務フロー作成（書き出し）

●必要な知識・技能の洗い出し

●知識・技能の定義付け・必要レベル付け
 （清掃は点検なり）

●スキルマップ作成　　●技術体系作り

●スキルマップと技術体系の文書化

整理

清掃

整頓

清潔

しつけ

管 理 知 識・技 能も の

従来の定義 新しい定義 整 理・清 掃・整 頓・清 潔・し つ け・ ・ ・ ・整 理
［要・不要の仕分け］

整 頓
［再配置］

清 掃
［きれいに掃除 ］

清 潔
［維持］

しつけ
［習慣化］

●要・不要を分ける　　●過不足チェック（→組織の弱点探し）

●カテゴリー分け　　 ●管理、知識と技能の技術体系図作り
●動作ロスをミニマムにする再配置

●仕事上知っていなければならないこと       ●できなければならないこと
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人と容器

運びやすく、保存しやすく、いろいろ
な場面で使いやすくします。

デザインや色、表示で、中
身の情報や、注意すること
などを正しく伝えて、商品
の良さもアピールします。

容器の密封技術で、野菜
や果物、魚などが新鮮な
まま、長い間おいしく保
存が可能です。

中身を
まもる

あらゆる場面で
つかいやすく

さまざまな情報を
つたえる

一度にたくさん
運べる工夫

ライフスタイルに合わせて
欲しい分だけ選べる色

香り

味

新鮮

形

温度や
湿度

太陽

空気

落下や
振動

汚れ

微生物

まもる、つかいやすく、つたえる容器

飲み終わった缶もPETボトルもリサイクルされます。

つ
く
る

各種容器のリサイクル率

リサイクル工場

缶 新しい缶 ビルや橋などの建材や車

PETボトル 新しいPETボトル たまごパックや繊維製品

つかいおわったあとつかう

延ばした金属板から1
缶分の材料をカップ
状に打ち抜きます。

縦方向に薄く延ばし
た後、クチを切って
高さを揃えます。

印刷をしてクチの部
分を折り返します。

中身を入れたら、フ
タをして完成です。

樹脂を溶かして金型
に流し込み、プリフォ
ームをつくります。

加熱したプリフォー
ムを縦に延ばし、空
気でふくらませます。

金型からとりだします。

中身を入れ、キャップ
を閉めます。ラベル
を巻いて完成です。

1

2

3

4

1

2

3

4

PETボトルの作り方 缶の作り方

（年度）

60

80

20

40

0
2006 2007 2008 2009 2010 2011

100

　スチール缶　            　　　 アルミ缶

　PETボトル（回収率）　　　　 プラスチック製容器包装
（%）

90.9 92.7

87.3

93.4 92.6 92.5

88.1 85.1

88.5
89.1 89.4

90.4

66.3
69.2

77.9 77.5
72.4

85.8

54.0 58.1 59.0 60.4 60.1

40.6

容器包装の３Ｒ推進のための自主行動計画 フォローアップ2012より作成
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人と容器

● マネジメントシステムの活
用による高品質で環境負荷
の少ないものづくりの推進

●容器の軽量化
●リサイクル材の積極的な使用
●リサイクルしやすい容器の開発

環境経営

環境
コミュニケーション 容器のエコ

●環境展示会への出展
● 容器の3Rについて、
小中学校への出前授
業を実施
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（年度）
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0
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飲料用容器の重量変化

100
100.0

90.9

92.0

93.2
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96.8

91.6

93.9

96.0
98.5

98.9
97.0

97.8
98.6

99.699.9

重
量
比（
％
）［
２
０
０
４
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度
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］

アルミ缶 　　スチール缶 　　PETボトル

軽量化事例

コーヒーなどに使用されている200ml
のスチール缶では、ビード（胴体を1周
する細い溝）を入れることによって、
缶の圧力に耐える力が向上し、さらに
18%の軽量化が可能となりました。
2012年度はこの缶への切り替えによっ
て、約3,000tonのスチールを削減した
ことになります。 軽量化前 軽量化後

18%
削減

容器包装リサイクル法における役割

事業者
容器包装の量の排出抑制を
行うとともに、その量に応じ
て再商品化の義務を負う

消費者
容器包装廃棄物の排出を
抑制し、地域のルールに
従って分別排出する

市町村
容器包装廃棄物の分別収
集を行う

人と容器



バリューチェーンにおける環境の取り組み

15 東洋製罐 サスティナビリティレポート（Web版）

飲料容器製造の流れ

材料調達

容器製造
（東洋製罐）

物流

販売・消費

充填
（飲料会社）

回収・再生

開発

イラストをクリックすると詳細をご覧いただけます。
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バリューチェーンにおける環境の取り組み
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バリューチェーンにおける環境の取り組み
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環境効率の算出方法

環境効率 =

容器包装の機能
・ 品質の保持
・ 安全性の確保
・ ユニバーサルデザイン

ライフサイクルでの
環境負荷

・ 資源消費
・ 地球温暖化

など

など

バリューチェーンにおける環境の取り組み

リサイクル材の使用で環境負荷低減

材料使用量
増加

環境 機能

持ちやすさ
向上

ユニバーサルデザインに配慮した取っ手付き容器の開発

取っ手を付けたことにより材料使用量が増え、環境負荷が
高くなるが、リサイクル材を使うことで環境負荷の増加を
最小限に抑える。

例）洗剤ボトル
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バリューチェーンにおける環境の取り組み
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スチール缶 アルミ缶

白い底が目印
※スチール缶の場合

・ CO2排出量の削減
・ 製缶時に水を使わない
・ 固形廃棄物の削減

缶の内外面に
ポリエステルフィルムを

ラミネート
ポリエステルフィルムポリエステルフィルム

ラミネートされたスチール

スチール

TULCの特徴 スチール缶の材料にポリエステルフィルムがラミネートされる図

従来の製缶プロセス

TULCの製缶プロセス

内外面塗装

スチール 充填工場へ出荷

焼き付け 印刷 焼き付け 製缶 塗装 ネック加工焼き付け 蓋巻締め

缶胴成形 ヒートセット 印刷 焼き付け ネック加工

スチール・アルミ

ポリエステルフィルム

充填工場へ出荷

溶接缶の
製缶
プロセス

缶胴成形

アルミ 充填工場へ出荷

洗浄・乾燥 外面塗装 焼き付け 印刷 焼き付け 焼き付け内面塗装 ネック加工

ADI缶の
製缶
プロセス

TULC（スチール缶）の製缶工程

塗料 CO2 インキ・塗料 CO2 銅線 塗料 CO2 缶蓋

潤滑・冷却剤 インキ・塗料CO2

CO2CO2

排水 塗料塗料洗浄水 CO2CO2廃棄物

排水処理

インキ・塗料

バリューチェーンにおける環境の取り組み
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（%）

2,345

100

TULC

従来缶
（溶接缶）

0

LCA手法を用いたCO2排出量算定結果

当社溶接缶（※）との比較[200ml缶 1缶あたり]

20 40 60 80 100

16%削減

※溶接缶…溶接により接合された缶胴と底、蓋の3つのピースからなる缶

（ml）

0

150

TULC

従来缶
（ADI缶）

0

水使用量

当社ADI（※）缶との比較［350ml缶 1缶あたり］

50 100 150

0ｍｌ

※ADI缶…缶胴と底が一体になった2のピースからなるアルミ缶

0

100

TULC

従来缶
（ADI缶）

0

固形廃棄物量

当社ADI（※）缶との比較［350ml缶 1缶あたり］

99.7%削減

（%）20 40 60 80 100

バリューチェーンにおける環境の取り組み
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バリューチェーンにおける環境の取り組み
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ステークホルダー・ミーティング
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ステークホルダー・ミーティング
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ステークホルダー・ミーティング



27 東洋製罐 サスティナビリティレポート（Web版）

事業活動と環境影響
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事業活動と環境影響
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事業活動と環境影響

東洋製罐事業グループ物質フロー

原材料投入

東洋製罐

お得意先

水
4,243千m3

金属材料
390千ton

その他
19千ton

プラスチック材料
254千ton

総エネルギー使用量
13.3百万GJ

電力
1,103百万kWh

最終処分量
4.7千ton

循環資源量
106.5千ton

CO2（物流）
48.4千ton

燃料（原油換算）
66千kl

製品
金属缶
325千ton

プラスチック製品
196千ton

各種素材
23.6千ton

各種機械類
0.95千ton

総排出物量
111千ton

CO2（生産）
705千ton

化学物質 排出・移動量
261.9ton

エネルギー等投入

CO2

CO2
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事業活動と環境影響

PRTR法改正前 対象物質 法改正後
対象物質

（年度）

その他 合計トルエン

300

200

100

250

150

50

0

（ton）

PRTR法対象物質の届出数量（排出・移動）

※2010年度の法改正により対象物質が追加されました。

109
89

107
77

124

60

125

59

10995
119
99

118 
99

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

217218204
183184185198
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事業活動と環境影響

（年度）

2,345
2,191 2,138

1,617 1,595
1,855 1,983

2,500

2,000

1,500

500

1,000

0

（ton）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

VOC排出量
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事業活動と環境影響

（年度）

517
597 593

676
548
652

525
631 597

705649 611 638

1,000

600

200

400

0

（千ton）

1990 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

生産活動におけるＣＯ2排出量

東洋製罐　　 東洋製罐事業グループ

800

ＣＯ2排出量総走行距離
CO2排出量
（千ton）

物流でのＣＯ2排出量

総走行距離
（百万km）

（年度）

72 79 71 63 59 61 56

50
60

40

10

30
20

0
2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

70

100
120

80

20

60
40

0

140
56 55

49 46 46 42

60
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事業活動と環境影響

（年度）

350

100
50

300
250
200
150

0

CO2換算
（万ton）

単体 事業グループ
2010

単体 事業グループ
2011

単体 事業グループ
2012

事業活動における温室効果ガス排出量

scope1　　 scope2　　 scope3投入した生産材料由来　　 scope3その他
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事業活動と環境影響

水使用量
（千ｍ3）

（年度）

4,446 4,291 4,243

3,000

4,000

1,000

2,000

0
2010 2011 2012

5,000
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事業活動と環境影響

（年度）
0 0

25,000

20,000

15,000

5,000

10,000

0 0

（ton）

100

90

80

70

50

30

60

20

10

40

（%）

2008 2009 2010 2011 2012

リサイクル量

有価物　　　再生重量　　　埋立処理量　　　マテリアルリサイクル※量
サーマルリサイクル※量　　  リサイクル率　　 マテリアルリサイクル率

19,340 19,836 19,311
21,080 22,671

6,964 6,211
5,149

4,056 3,8744,862
3,801 3,655

0.3 0.41

6,117 5,739

846 466 287 254 219

100 99.99 100 99.99 99.99

94.487.8
92.5 93.7 94.4
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事業活動と環境影響

従来のラミネーションシステム

● 接着剤に溶剤を使用する

乾燥

基材
フィルム 貼り合わせ

巻取り塗工 貼り合わせ
フィルム

無溶剤ラミネーションシステム

● 溶剤を使用しない

基材
フィルム

貼り合わせ

巻取り

塗工

貼り合わせ
フィルム
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事業活動と環境影響

コピー用紙購入量の削減

13,656 13,449 13,247 13,422

（年度）

20,000

5,000

15,000

10,000

0

（千枚）

2009 20112010 2012

エコ商品だけを表示することが可能になった

インターネット購入の画面表示



40 東洋製罐 サスティナビリティレポート（Web版）

事業活動と環境影響

グリーン購入比率グリーン購入金額

（百万円）

事務用品のグリーン購入比率推移

（%）

総購入金額

（年度）

17
11

37

29

35

28 28
22

30

20

10

0
2009 2010 2011 2012

40

80

60

20

40

0

100

69
77 78 79

グリーン購入比率 =
購入した「エコ商品」の合計金額

購入した総金額
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環境コミュニケーション

CO2排出量

12.1ｇ

廃棄・リサイクル

・ 空き缶収集
・ リサイクル処理

CO2排出量

18.5g

使用・維持管理

・ 冷蔵

CO2排出量

43.1g

流通

・ 輸配送
・ 冷蔵輸送

CO2排出量

30.8g

生産

・ ジュース製造
・ パッケージング

+ + + + =

=カーボンフットプリント

製品のCO2排出量
123ｇ

CO2排出量

18.5g

原材料の調達

・ 缶製造
・ 原材料の栽培

DRINK

缶飲料の例では…（数値はイメージで実際の値とは異なります）

経済産業省公開資料をもとに作成

カーボンフットプリントを表示するまでの流れ

お得意先

CFPを
商品につけたい

東洋製罐
容器の算定依頼1

検証結果を報告3

マーク付き商品
を販売

5
容器の検証結果と
中身を合わせて
検証を受ける

4

容器の検証を
受ける

2

CFP事務局

DRINK
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生物多様性への配慮

自然換気口

外面側から 室内側から

Low-E
ペアガラス

簡易
エアフロー

外部
縦ルーバー

外装システムの概要

低層階から見た
エコボイド内部

太陽光追尾装置

中間階反射壁

自然採光システムの概要

緑のネットワークの形成

大崎フォレストビルディング

目黒川

開東閣

八ツ山

池田山

島津山

御殿山

大崎フォレスト
ビルディング
樹林地
河川

低

高

凡例 緑のネットワーク

大崎フォレストビルディング緑化平面図

風の道

South Terrace

North Forest

West Plaza

保水性舗装

North Forest
（シラカシ、タブノキ、ヤブツバキなど）

多様な生態系涵養に配慮した森、島津山の森との連携

West Plaza
（ケヤキ、ヤマザクラなど）

オフィスのメインエントランス、町並みと繋がる緑

South Terrace　
（シラカシ、タブノキ、イヌシデ、荘川桜など）

オフィスのサブエントランス、明るい自然林

大崎フォレスト
ビルディング
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ちょっとずつ
緑が増えてきました

West Plaza （2012年6月） West Plaza （2013年8月）

生物多様性への配慮
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コーポレート・ガバナンス

平常時の体制

監査役

委員長を指名

監査結果
報告

監査結果
報告

助言
・支援 報告

監査

管理状況等を報告

指導・規定等の徹底 報告・相談

社 長 取締役会

総合リスク対策委員会

7つのリスク
（リスク毎に担当部門を設置）

①コンプライアンス上のリスク
②品質上のリスク
③環境上のリスク
④債権回収上のリスク
⑤情報セキュリティ上のリスク
⑥自然災害・事故のリスク
⑦カントリーリスク

関係各部門・工場

監査室
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従業員とともに
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東洋製罐のデータ集

環境パフォーマンスデータ集 
 
 
１．主要環境パフォーマンス 
 

     
 
 

     
※中水、雨水を除いた合計     

 
 

     

東洋製罐事業グループ集計範囲１０社（製造拠点９社、オフィス活動１社） 
東洋製罐、本州製罐、琉球製罐、日本ナショナル製罐、東洋製版、福岡パッキング、

ペットリファインテクノロジー、東洋食品機械、東洋メビウス、東罐共栄 
環境パフォーマンスデータ集 
 
 
１．主要環境パフォーマンス 
 

     
 
 

     
※中水、雨水を除いた合計     

 
 

     

東洋製罐事業グループ集計範囲１０社（製造拠点９社、オフィス活動１社） 
東洋製罐、本州製罐、琉球製罐、日本ナショナル製罐、東洋製版、福岡パッキング、

ペットリファインテクノロジー、東洋食品機械、東洋メビウス、東罐共栄 
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東洋製罐のデータ集

２．地球温暖化防止 
 
ＣＯ２排出量【国内】 

単位：ton-CO2

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
Scope 1
（燃料燃焼等
事業エリアからの排出）

159 180 173 164

Scope 2
（電力由来の排出）

517 472 458 541

合計 676 652 631 705
Scope 1
（燃料燃焼等
事業エリアからの排出）

124 120 112 106

Scope 2
（電力由来の排出）

468 429 413 490

合計 593 548 525 597

東洋製罐事業グループ

東洋製罐

 
 
ＣＯ２排出量【海外】 

単位：ton-CO2

地域 2010年度 2011年度 2012年度
Scope 1
（燃料燃焼等
事業エリアからの排出）

15 13 12

Scope 2
（電力由来の排出）

27 25 25

合計 42 38 37
Scope 1
（燃料燃焼等
事業エリアからの排出）

2

Scope 2
（電力由来の排出）

10

合計 12
Scope 1
（燃料燃焼等
事業エリアからの排出）

0.3 0.3

Scope 2
（電力由来の排出）

3 3

合計 3 4
Scope 1
（燃料燃焼等
事業エリアからの排出）

15 14 15

Scope 2
（電力由来の排出）

27 28 38

合計 42 42 53

他

合計

東南アジア

中国

 
 
 
 
３．廃棄物の削減 
 
【東洋製罐事業グループ】 単位：ton

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
廃棄物排出量計 18,086 17,221 16,247 16,539
ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ量
（ﾘﾕｰｽ含む）

8,803 7,967 6,945 11,346

再生（ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ） 938 953 1,019 469
埋立（単純焼却含む） 8,346 8,300 8,284 4,725
再資源化率 53.9% 51.8% 49.0% 71.4%
ゼロエミッション拠点数
（99%以上）

30 30 33 36
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東洋製罐のデータ集

【東洋製罐】 単位：ton
2009年度 2010年度 2011年度 2012年度

廃棄物排出量計 6,211 5,149 4,056 3,875
ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ量
（ﾘﾕｰｽ含む）

5,745 4,862 3,801 3,655

再生（ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ） 466 287 254 219
埋立（単純焼却含む） 1 0 0.3 0.4
再資源化率 99.99% 100% 99.99% 99.99%
ゼロエミッション拠点
数

21 21 21 24
 

 
 
 
 
４．水資源の利用 
 
（１）取水源別使用量 
 
【東洋製罐事業グループ】                   単位：千ｍ３ 【東洋製罐事業グループ】 単位：千m

3

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
上水 1,216 1,069 1,193 1,102
工業用水 2,534 2,426 2,287 2,171
地下水 381 951 810 970
中水（再生水） 21
雨水 7  
 
【東洋製罐】                         単位：千ｍ３ 【東洋製罐】 単位：千m

3

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
上水 825 790 806 827
工業用水 2,072 1,993 1,855 1,725
地下水 381 873 810 828
中水（再生水） 21
雨水 7  
 
 
（２）放出先別排水量 
 
【東洋製罐事業グループ】                   単位：千ｍ３ 【東洋製罐事業グループ】 単位：千m

3

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
下水道 1,271 313 374 997
公共用水域
（河川・海域等）

1,163 2,442 2,345 2,069
 

 

【東洋製罐】                         単位：千ｍ３ 【東洋製罐】 単位：千m
3

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
下水道 1,250 292 351 980
公共用水域
（河川・海域等）

472 1,793 1,664 1,370
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



58 東洋製罐 サスティナビリティレポート（Web版）

東洋製罐のデータ集

５．大気汚染の防止 
 
大気汚染物質の排出量 
 
【東洋製罐事業グループ】 単位：ton

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
NOx 170 164 154 144
SOx 113 113 103 101  
 
【東洋製罐】 単位：ton

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度
NOx 142 143 135 131
SOx 101 102 94 91  
 
 
 
 
６．会社別・サイト別の物質フロー 
 
（１）東洋製罐事業グループ 主要会社別データ 
 

電力
（百万kWh）

燃料（原油換算）
（千kl）

金属類 324 金属製品 266
プラスチック類 228 プラスチック製品 194
その他材料 15

本州製罐 金属類 40 10.0 2.4 8 金属製品 37 10 344 342 2 99.3%
金属類 2.0 金属製品 2.0
プラスチック類 2.0 プラスチック製品 1.9

日本ナショナル製罐 金属類 22 42.7 5.5 329 金属製品 22 30 3,244 3,244 0 100.0%
金属類 0.06
その他材料 0.01
プラスチック類 0.3
その他材料 1.4

ペットリファイン
テクノロジー

プラスチック類 24 25.9 8.6 445 その他製品 21 54 8,479 3,895 4,584 45.9%

東洋食品機械 金属類 1 3.9 0.01 4 金属製品 1 2 159 156 3 98.1%

CO2

排出量
（千ton）

廃棄物量
（ton）

再資源化
量

（ton）

埋立量
（ton）

再資源化
率

3,380 99.99%597 3,875 3,874 0.4

排出（OUTPUT)投入(INPUT)

材料使用量（千ton）
水

使用量
（千㎥）

製造量（千ton）

9琉球製罐 9.9 0.1 17

廃棄物量
エネルギー使用量

東洋製罐 1,006 50

1 44 14

9 12 3

3 0.3 159

22.7%

東洋製版 1.8 0 9 金属製品 0.05

74 85 46.4%

30 31.4%

福岡パッキング 0.5 0.02 10 その他製品

 
 
 
（２）東洋製罐 サイト別データ 
 

金属
（千ton）

プラスチック
（千ton）

電力
（百万kWh）

燃料（原油換算）
（千kl）

金属缶
（億缶）

プラスチックボトル
（億本）

パウチ
（億枚）

千歳工場 16 4 42 2.7 157 6.8 1.1 - 25 289 289 0.3 99.9%
仙台工場 8 - 19 2.4 73 4.3 - - 15 252 252 0 100%
石岡工場 38 3 80 4.7 269 11.5 0.5 - 47 426 426 0 100%
久喜工場 - 48 155 0.9 355 - 14.2 - 74 85 85 0 100%
埼玉工場 58 24 96 4.8 112 19.5 3.4 - 54 47 47 0 100%
川崎工場 - 17 49 0.3 163 - 4.5 - 24 48 48 0 100%
横浜工場 45 35 78 6.6 167 7.6 2.0 - 50 334 334 0 100%
静岡工場 0.5 16 70 0.3 137 2.0 6.8 - 37 15 15 0 100%
豊橋工場 - 29 40 5.0 71 - 0.1 16.4 38 755 755 0 100%
滋賀工場 17 - 6 2.1 771 0.9 - - 7 113 113 0 100%
茨木工場 85 - 79 8.8 401 25.5 - - 53 662 662 0 100%
大阪工場 - 43 139 1.1 268 - 13.1 - 65 37 37 0 100%
広島工場 34 22 75 5.0 214 11.1 2.7 - 59 428 428 0 100%
基山工場 22 11 65 3.1 173 8.3 3.2 - 40 302 302 0 100%

CO2

排出量
（千ton）

廃棄物量
（ton）

再資源化
量

（ton）

埋立量
（ton）

再資源化
率

投入(INPUT)

材料使用量 水
使用量
（千㎥）

排出（OUTPUT)
廃棄物量

エネルギー使用量
製品

製造数

 
 
 
 
 
 
 
 

東洋製罐事業グループ集計範囲（製造拠点国内８社） 
東洋製罐、本州製罐、琉球製罐、日本ナショナル製罐、東洋製版、福岡パッキング、

ペットリファインテクノロジー、東洋食品機械 
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７．環境会計 
 
（１） 外部環境会計  
 
集計範囲：東洋製罐全工場、本社、テクニカル本部、綜合研究所※ 

対象期間：2012年 4月 1日～2013年 3月 31日  

単  位：百万円 

 

※綜合研究所は、2013年 4月 1日より東洋製罐グループホールディングスになりました 

 

257 1,688

121 1,002

126 123

10 564

257 4,150

環境保全コスト

分類　〔主な取組の内容及びその効果〕

生産・サービス活動により事業エリア内で生じる環境負荷を抑制するた

めの環境保全コスト　（事業エリア内コスト）

1,9620

39

内

訳

合計

①公害防止コスト　〔大気・水質汚濁防止活動、設備の保守・点検、測定〕

②地球環境保全コスト〔省エネルギー活動〕

③資源循環コスト〔廃棄物再資源化、廃棄物処理設備の保守点検〕

生産・サービス活動に伴って上流又は下流で生じる環境負荷を抑制する

ためのコスト　（上・下流コスト）

投資額 費用額

0

0 461
管理活動における環境保全コスト（管理活動コスト）

〔ＩＳＯ１４００１の取得・維持活動〕

（2）

（3）

（4）

（5）

（6） 環境損傷に対応するコスト　（環境損傷コスト）

研究開発活動における環境保全コスト　（研究開発コスト）

〔環境負荷の低い製品開発〕

社会活動における環境保全コスト　（社会活動コスト）

〔環境美化活動〕 0

0 0

（1）

0

 
 

エネルギー使用量（総量） 11,674 TJ 367 TJ
（電力由来）　　　 9,750 TJ 275 TJ
（電力以外）　　　 1,924 TJ 92 TJ

水使用量 3,380 千m3 91 千m3

CO2排出量（総量） 597 千ton ▲ 71 千ton
（電力由来）　　　 490 千ton ▲ 77 千ton
（電力以外）　　　 106 千ton 6 千ton

廃棄物総排出量 3,875 ton 182 ton
廃棄量（埋立） 0.4 ton ▲ 0.1 ton

（２）上・下流で生じる環境保全

　　　効果（上・下流効果）

削減量

環境負荷指標

総量

4 千ton

（１）事業エリア内で生じる環境

   　保全効果

　  （事業エリア内効果）

環境保全効果

42 千ton

ton16,109 3,411 ton減

効果の内容

再生材使用量（再生ＰＥＴ）

（３）その他の環境保全効果 物流工程でのCO2排出量
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内　　　容　　　等

機械設備導入等

研究所人件費、試験研究費等当該期間の研究開発費の総額 9,372

項　　　　目 金　　　　額

当該期間の投資額の総額 19,717

 
 

リサイクルにより得られた収入 307

効果の内容

環境保全に伴う経済効果
金額

 
 
 
（２） 環境管理会計（内部環境会計） 
 
東洋製罐は、環境会計の枠組みを一歩進めた手法である統合型環境管理会計システムの構築を進めています。こ

れは環境保全投資およびコストと環境負荷削減効果についてのマネジメントとして、環境保全投資には従来の経済

性評価に環境効果性評価を加えた原価企画制度「環境配慮型投資意志決定手法」、環境保全コストは「環境予算マ

トリックス」をそれぞれ使用し、目標管理をともなった環境負荷削減を予算→稟議→実績→改善の PDCA サイクルで
まわしていきます。 
環境配慮型投資意志決定手法については運用を開始しており、引き続き取り組んでいきます。 
 
環境配慮型意志決定手法 
 

順位 順位 順位

104 D設備 ▲ 6,000 26,500 1 5% 5 22,142 1 3,432 0.572 1

105 E設備 ▲ 2,500 5,000 5 5% 5 3,994 5 792 0.317 2

102 B設備 ▲ 10,000 15,000 3 5% 5 11,647 3 2,640 0.264 3

101 A設備 ▲ 30,000 20,000 2 5% 5 13,295 2 5,280 0.176 4

103 C設備 ▲ 8,000 12,000 4 5% 5 9,318 4 528 0.066 5

▲ 56,500 12,672

▲ 50,000 10,000

１年当たり

の環境負

荷削減量

(EE)

環境投資効率

(EE÷CashOut)

合計

予算枠

経済性評価
環境効果性

温室効果ガス排出削減量

投資案

コード

環境設

備投資

案

初期投資額

トータルキャッシュフ

ロー 資本コスト

(％)

設備耐用

年数(年)

正味現在価値ＮＰＶ

キャッシュフロー（ＣＦ）
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環境予算マトリックス 
 

 
 
 
（３） マテリアルフローコスト会計 
 
マテリアルフローコスト会計とは、環境管理会計の手法の１つで、製造工程における廃棄物コスト等を物量単位と金

額単位で測定するシステムです。 
廃棄物・排出物および環境負荷の正確な原価が算定でき、製造工程におけるロス（ムダ）が明確となり、これまで見

過ごしていた廃棄物の経済的価値および環境負荷の大きさを「見える化」することができます。このロスをできるだけ

小さく、効率的にすることで、コスト削減と環境負荷の低減を同時に達成することができるというメリットがあります。 
東洋製罐では豊橋工場をモデル工場として試行を開始し、社内基幹系システムのデータを利用した全社範囲での評

価の仕組みを構築してきました。 
現在は一つの指標として各種コスト削減活動の取り組みに役立てています。 
 
 
（４）環境にかかわる訴訟、罰金、科料 
 
東洋製罐では、2012年度は環境にかかわる訴訟、罰金、科料は受けておりません。 
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８．環境マネジメントシステム構築状況 
 
 

認証取得サイト（取得時期）

綜合研究所（’09.07）　（東洋製罐全社統合に追加）
埼玉（’99.07）　石岡（’02.08）　横浜（’02.10）　広島（’03.06）
久喜（’03.07）　静岡（’03.12）  川崎（’04.01）   仙台（’04.06）
基山（’04.08）  千歳（’04.09）　茨木（’04.09）  豊橋（’04.11）
大阪（’04.11）  テクニカル本部（’05.11）　本社（’05.11）
全社統合（’07.07）
滋賀（’11.09）　（全社統合に追加）

日本ナショナル製罐 本社・工場（’02.08）

東洋メビウス 全社一括（’04.10）
全社一括（'12.03）
結城（'05.03）　兵庫（'08.12）　松山（'10.03）

東洋製版 豊橋（’06.02）

福岡パッキング 福岡パッキング（’07.03）

琉球製罐 琉球製罐（’10.07）　（エコアクション21）

東洋食品機械 会社一括（’05.11）

会社

東洋製罐

本州製罐

東洋製罐グループホールディングス
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９．環境活動年表 
 
年 環境活動年表

1970 あき缶散乱問題への対応開始

1971 ごみ散乱実態調査、散乱防止実験開始（霧が峰プロジェクト）

あき缶処理対策協会設立　・オールアルミニウム缶回収協会設立

食品容器環境美化協議会設立　

カンコロジー入門発刊（あき缶回収シミュレーション）

1974 あき缶投げ捨て防止キャンペーン実施

1982 PETボトル協議会設立（リサイクルシステムの研究開始）

食品容器環境美化協議会設立を（社）商品容器環境美化協会に改組

「あき缶はくずかごに」と記された統一マークを制定

1989 オールアルミニウム缶回収協会をアルミ缶リサイクル協会に改組

「再生資源の利用の促進に関する法律」（再生資源利用促進法）制定、施行

識別表示マーク制定

1992 環境対策室設置

1993 PETボトル大規模再生処理会社稼働開始
PETボトルリサイクル推進協議会設立

1995 「容器包装に係る分別収集及び再商品化促進等に関する法律」（容器包装リサイクル法）制定

1996 （財）日本容器包装リサイクル協会設立

1997 容器包装リサイクル法部分施行

1998 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会設立

1999 環境報告書（エコ・リポート）発刊

全社環境委員会設立、東洋製罐環境方針制定

2000 器包装リサイクル法完全施行

グリーン購入・調達指針制定

2001 環境会計本格導入

あき缶処理対策協会をスチール缶リサイクル協会に改組

2002 東洋製罐グループ環境委員会設立

埼玉工場でサイトレポート発行

2003 環境対策室を環境部に改組

全工場でサイトレポート発行

2004 14事業所のISO14001認証取得完了

2005 TULC製品タイプⅢ環境ラベル（エコリーフ）取得
本社・開発本部のISO14001認証取得完了

2006 容器包装リサイクル法の改正・施行

容器包装に係わるリサイクル8団体が「3R推進団体連絡会」を結成し、自主行動計画を公表
ISO14001全社統合認証、CDM事業国内承認取得

東洋製罐でゼロエミッション達成

ペットリファインテクノロジー（株）の設立

2年連続ゼロエミッション達成

2009 再生樹脂を使用したPETボトルでタイプⅠ環境ラベル（エコマーク）取得、

グリーン調達ガイドライン（化学物質編）の制定

2010 東洋製罐ホームページに社会・環境コンテンツを作成

2011 学校向けの出前授業を開始

生物多様性方針の制定

大崎フォレストビルディング（本社ビル）にてハビタット評価認証を取得

2007

2008

2012

1973

1983

1991
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１０．社外団体活動 
 
東洋製罐では、環境・リサイクル関係の各種団体および研究会・委員会に人材を派遣するとともに、環境関連の各種

組織の会員となり、積極的に活動を行っています。 
 
（１） リサイクル関連団体 
 

・ スチール缶リサイクル協会  
・ アルミ缶リサイクル協会  
・ PETボトル協議会  
・ PETボトルリサイクル推進協議会  
・ プラスチック容器包装リサイクル推進協議会  
・ 公益財団法人日本容器包装リサイクル協会  
・ 3R推進団体連絡会 

 
各団体への参画 
 

団体名 役　職

スチール缶リサイクル協会 副理事長、理事、実行委員

アルミ缶リサイクル協会 副理事長、企画委員

PETボトル協議会 会長、理事、各委員会委員

PETボトルリサイクル推進協議会 会長、理事、各委員会委員

プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 理事、各委員会委員

公益財団法人日本容器包装リサイクル協会 理事、PETボトル事業委員、プラスチック容器事業委員  
 
 
（２） 研究会・委員会 
 

・ 中央環境審議会 廃棄物・リサイクル部会 容器包装の 3R推進に関する小委員会（環境省）  
・ エコマテリアルフォーラム  
・ 日本ポリエチレン製品工業連合会 環境対策委員会  
・ 日本プラスチック工業連盟 環境委員会 リデュース・リサイクル検討委員会  
・ 公益社団法人日本缶詰協会 環境委員会・軽量化推進委員会  
・ 日本 LCA学会  
・ LCA日本フォーラム 
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１１．社外からの評価 
 
東洋製罐の活動や製品に対して、社外から受けた評価結果は以下の通りになります。 
（期間：2012年 6月～2013年 6月） 
 
（１） 日本経済新聞社 第 16回「環境経営度調査」 

 
企業による調査票への回答に基づき、環境対策と経営を両立させる取り組みを評価しランキングするもので、日本経

済新聞社が 1997年から毎年実施している調査です。対象となる製造業 1,730社のうち、東洋製罐は 154位でした。 
 
 
（２） カーボン・ディスクロージャー・プロジェクト 2012 

 
CDP（Carbon Disclosure Project：カーボン・ディスクロージャー・プロジェクト）は、世界 534社の金融機関が連名で、
全世界で 4,700 社を超える先進企業を対象に環境活動の情報開示に関する質問状を送り、その回答を分析・評価し
て投資家に開示する非営利団体 CDP が実施しているプロジェクトです。日本企業 500 社を対象とした、温室効果ガ
ス排出量と気候変動への戦略に関する 2012 年度の調査において、東洋製罐は情報公開度スコア 70 点を獲得しま
した。 
 
 
（３） 各コンテストでの入賞 

 
受賞名 製品名、製品説明 主催

LCA日本フォーラム奨励賞
軟包装材における低環境負荷ラミネーションシステム

開発へのLCA手法の活用
LCA日本フォーラム

公益社団法人日本包装技術協会

2012年度　青木固技術賞 プラスチック成形加工学会

「CANNEX2012」

"Can of the year2012"

「サスティナビリティ賞 2ピースス

チール缶」

「CANNEX2012」

"Can of the year2012"

「エアゾール部門 ２ピースアルミエ

アゾール缶部門」

日本パッケージングコンテスト2012

飲料包装部門賞（テクニカル包装

賞）

第37回木下賞

「改善合理化部門」

セイヤ－・パブリッシング社

曲線的フォルムを再現したエアゾール缶 セイヤ－・パブリッシング社

公益社団法人日本包装技術協会

TULC：胴体部分全周に溝状の加工を
施すことで軽量化と缶の強度維持を両

立させ、材料であるスチールの使用量
を削減した缶

TULC鏡面ラベル缶：特有の金属光沢
を付与し鏡面のようなデコレーション表

現ができる缶

オキシガードカップ（レトルト可

能な酸素吸収機能容器）：従

来の金属缶の保存性を保った
まま、開封しやすく電子レンジ

での調理が可能な樹脂カップ

※（株）明治屋殿、ホリカフーズ（株）殿、東洋製罐の

３社での受賞

BEGA（ベガ）：炭酸ガスが抜けるのを抑えると同時
に、外部からの酸素侵入も抑制できるマルチガス

バリアのＰＥＴボトル
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編集方針
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重要性の判断

社
会
か
ら
の
期
待
が
大
き
い
情
報

東洋製罐にとって重要性の高い情報

ウェブサイトで報告

冊子で報告

サスティナビリティレポート（冊子）

サスティナビリティレポートのウェブサイト




